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　現役を退く時、「さあ、これで綺麗さっぱり、全てを
消し去って……」等と思ったものですが、いざとなると
自分に捨てる程の蓄積など、無いことに気づきました。
結果的に今はリセットされた状態にあります。そうなっ
てみると、周囲は神秘と感動に満ち溢れています。野の
小さな花に出会うと、その美しさを愛でる前に、先ずそ
の神秘さに打たれます。理論らしいものを全部お返しし
て、リセットされた人間にとっての反応は「感動する」
ことしかありません。
　比叡山の千日回峰行者のお伴をさせて頂いた事があ
ります。お許しを頂くまでに２年程かかりました。出
峰は午前２時でした。それから朝の八時頃までに 30 数
キロに及ぶ峰や谷で行者さんは木の間をすり抜けなが
ら、三百余箇所で山川草木を拝んで居られました。一
切のものを拝み続けることは法華経の中に説かれてい
ると聞きました。「山川草木悉有仏性」という訳です。
拝んでおられるお姿の中に日々の新しい出会いの「感
動」が含まれていると遠察しました。こういった姿勢
の中に理論以前の自然保護や環境保全の原点を見たよ
うな気がします。
　２年程前に、比叡山延暦寺瑠璃堂（織田信長の焼き討
ちに際し、焼け残った唯一のお堂）の御本尊を彫り参ら
せました。無我夢中で鑿を振るい、終わってみると、予
め木の中に居られた仏が御自分の方から勝手に現れて下
さったような気がしています。今にして思うと、回峰行
者さん達には、山川草木の中に仏の姿がはっきりと見え
ていたのだと思います。だとすれば、何たるコミュニケー
ションでしょう。
　自然保護や環境保全にとって、専門の谷を越えた協力
や戦略が必要であることは当然ですが、その大前提とし

て自然との間に、深いコミュニケーション力が期待され
ます。
　こうしたコミュニケーションを計る程に、自然は文化
の規範であり、自然を離れると文化は堕落することに気
づかされます。オリンピックとてその例外ではありませ
ん。その意味で、自然と結ぶ文化、自然と結ぶ冬季オリ
ンピックを標榜した長野は全世界に高雅な見識を示した
ものと思います。旧自然保護研究所（現環境保全研究所
飯綱庁舎）も、そんな一連の流れの中に建設されたもの
であり、これからもその責任と期待が寄せ続けられるこ
とでしょう。

（まつだ まつじ
／信州大学名誉教授・元自然保護研究所特別研究員）
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